
第 2 回附属小学校制服検討会議 議事録 

１．日時 

  令和 5 年 5 月 31 日（水） 

  9：30～10：00 

 

２．場所 

  附属小学校会議室 

 

３．参加者 

  PTA 池田会長 PTA 武田副会長 

  木村校長 築城教頭 稙田主幹教諭 

 

４．当日の内容 

（制服検討の経緯について） 

校長： 令和 3 年 10 月 22 日の王子キャンパス会議に

て、四校園制服検討委員会等の設置について協

議が行われた。制服検討の出発点である。その

後、四校園の制服改訂に関する基本方針を協議

し、決定した。 

    令和 4 年 1 月 11 日に「四校園制服検討委員

会の実施について」を保護者宛に発出し、意見

を伺うとともに、理解と協力をお願いした。 

    同年 2月 4日に四校制服検討委員会において

「四校園制服についての方針」を協議し、2 月

15 日に「多様性に配慮し、各校園の課題や実態

に対応することを目的とし、多くの関係者から

愛され伝統のある現行の制服も含めて、各校園

それぞれで園児・児童・生徒や保護者と一緒に

見直しを進めていく」こと、特に附属小学校で

は「多様性に配慮し、抜本的に変えていく。特

に 6年間通した半ズボンの着用は見直したい。」

と方針を保護者へ知らせた。 

    7 月 15 日に保護者アンケートを実施し、意

見を募った。8 月 3 日に第 2 回四校園制服検討

委員会が開かれ、そこで保護者アンケートの報

告を行った。 

    令和 5 年 1 月 30 日に第 1 回附属小学校制服

検討会議を行い、小学校の方向性として、①今

の制服は残す。②今の制服に長ズボンや半ズボ

ンなどを追加し、選択できるようにする。③今

の男女の制服の組み合わせを自由にし、多様性

に配慮する。④令和 6 年度に入学する児童から

適用できるように準備する。という 4点を決め、

同年 2 月 27 日の PTA 総務委員会で報告を行

った。 

 

  （検討の考え方と小学校の方向性について） 

教頭： 制服検討について、現行の附属小の制服をも

とにして、選択肢を広げるようにしたい。 

    長ズボンとハーフパンツ、キュロット、長ズ

ボンについては、夏用のものも考えている。業

者へ見本の作成をお願いしているので、7 月の

PTA 集会の時期に合わせて展示し、保護者に見

てもらえるように考えている。 

    今後は、児童会を中心として、児童にも制服

検討に関わってもらうことを考えている。 

    令和 6年度の入学児童から導入の予定である。

2～6 年生（在校生）も使用することはできる。 

 

（協議） 

池田： 上着について、現在の学ランとセーラー以外

に新規のものはないか。 

校長：前回の会議で、ユニセックスのようなものにつ

いてなどは作らないと確認をされているので、

新規には作らない。 

池田： 夏ズボンと合わせて、シャツはポロシャツな

どを考えられないか。 

武田： 現行のシャツについて、「女子用」のシャツは

洗濯などで少し乾きにくいところもある。リボ

ンが取れてしまうこともある。値段が高いとい

う面もある。 

主幹： 「男子用」シャツについては、「附属小学校の

きまり」の中では、白の半そでカッターシャツ

となっているが、多くの児童が開襟シャツで胸

ポケットが 2 つのものを着用している。その形

でないといけないかという問い合わせももら

ったことがある。ただ、販売している場所へ行

くと、進められるものが開襟・両ポケットのも

のになってしまっている。 

教頭： 夏のポロシャツについても検討の中に入れ、

広く意見をもらっていく。 

池田： 選択肢が増えすぎた際に業者の販売値段がど

うなるか。 

教頭： 現在 3 つの業者で取り扱っているが、業者に

よって取り扱いができないというものがでる

ことも考えられる。値段についても今後話を進

める。 

池田： ズボンについてハーフが必要か。キュロット

はあった方がよいのか。 

武田： 活動などによっては、はずかしさを感じてく

る高学年ではキュロットもあってよいかと思

う。 

教頭： ショートの大きめのものを履いていて、ウェ

ストがぶかぶかの児童もいるので、適正なサイ

ズで使える。 

    方向性については、提案したように今後も進

めていく。 

 

 

8 月に第 3 回制服検討会議を予定しているこ

とを伝え、会を終了した。 

 

 

 



制服検討について 

R5.5.31 

 

１．検討の考え方 

〇多様性・ジェンダーの面から検討は必要である。 

〇男女に関わらず、ズボンやスカートも自由に選択できる等、子どもに選択の幅を持たせたい。 

〇成長による羞恥心への配慮や体調、季節・気温等から自分で考え選択できるもの。 

 

２．小学校の方向性 

 ※現在の制服を残すことは、四校園内で統一している事項 

〇現在の制服に長ズボンや半ズボンなどを追加する 

男女の制服の組み合わせを自由にする。 

男子の上着にスカート、女子のセーラー服にズボン 等 →多様性に配慮したもの。 

 

 

【例】 

 ＜上＞どちらかから選択 

 

 

 

 

 

 

＜下＞いずれかから選択 

 

 

 

 

 

スカート      ズボン(ロング)   (ショート)   (ハーフ)    キュロット 

 

 

 

 

 



 

３．今後のスケジュール 

 ※児童及び保護者が制服改訂についての検討を行い、令和６年度から導入する予定。 

時期 内容 

四校園･学校・PTA 児童 

R４ ２月 四校園：第１回制服検討委員会   

７月 学校：保護者アンケートの実施   

８月 四校園：第２回制服検討委員会   

R5 １月 学校・PTA：第１回校内制服検討会   

４月 中学校：新制服導入   

５月 業者への見本作成依頼 

 

学校・PTA：第２回校内制服検討会 

 

６月 学校：制服プロモーション 運営委員会・学級：制服検討 

学校：保護者アンケートの実施 運営委員会：制服プロモーシ

ョン 

７月 業者との確認 運営委員会：学級への報告 

８月 学校・PTA：第３回校内制服委員会   

９月 学校：報告の文書作成 運営委員会：まとめの会 

業者への制服作成依頼   

R6 ２月 新入学生説明会   

４月 新制服導入   

 

（追記） 

※夏服についても同様とする予定（業者に確認中） 

※ジェンダー教育については、児童及び保護者にも行う予定（道徳部と相談） 

※運営委員会の出番ついては、児童会担当者と協議予定 

 


